
                          Ｈ２８．７．２５（月） 

    決算特別委員会総務文教分科会    午前１０時４８分～ 

                           第３委員会室 

 

 

１ 開議 

 

 

 

２ 案件 

  ○事務事業評価対象事業の選定について 

     

 

 

 

 

３ その他 

   

 

   

 



決算事務事業評価に向けて 

 

目的 

事業の問題点を明らかにし、行政側に次年度予算において反映させること。 

 

☆事業選定について 

（留意点） 

抽象的な議論、結論で終わらないよう、具体的な事務事業レベルで選定する。 

 

対象とすべき事業 

・市民の関心が高い、市民生活と密接した事業。 

・今後も継続予定の事業で、目的に対する成果が見えにくいもの。 

・市民ニーズの変化等に対応して、新たな視点を導入して改善すべき事業。 

・民間、国、府が行う他の事務事業と事業目的や成果が重複しているもの。 

 

明確な理由がない限り対象外とすべき事業 

・小規模な事業 

・一般財源の割合が少ない事業（国・府補助事業など） 

・今後終了を予定している事業 

・新規事業で成果がまだ表れていないと判断し得る事業 

・法定受託事業や一般管理経費など 

 

 

具体的な問題点を提示して、事業選定を行うこと。 



これまでの事務事業評価結果（総務文教分科会）

２１年度（２０年度決算） 評価結果 ２２年度（２１年度決算） 評価結果 ２３年度（２２年度決算） 評価結果 24年度（23年度決算） 評価結果 25年度（24年度決算） 評価結果 26年度（25年度決算） 評価結果 27年度（26年度決算） 評価結果

セーフコミュニティ推進事業 セーフコミュニティ推進事業 拡充 セーフコミュニティ推進事業 継続

まちづくり推進経費

学校建設事業費（小・中） 学校建設事業費（小・中） 継続

情報教育推進経費（小・中） 情報教育推進事業 改善

体育施設整備事業 情報教育推進経費（小・中）
継続
改革改善

地域イントラネット管理事業 改善 地域イントラネット管理事業 縮小

ガレリアかめおか管理運営事業 縮小
生涯学習かめおか財団活動
補助・指定管理事業

継続
改革改善

生涯学習推進経費
継続
改革改善

小学校運営事業 改善

通学安全対策事業 拡充

商工業振興対策経費 終了

財団活動経費 改善

庁舎維持管理経費 改善

災害対策経費 拡充

学校施設管理経費（小・中） 改善 学校施設管理経費（小・中）
継続
改革改善

学校施設管理経費（小・中）
継続
拡充

一般図書館経費 拡充

教育研究所事業経費 縮小 教育研究所事業経費
継続
改革改善

財産管理経費 改善

夢ビジョンシンボルプロジェク
ト推進事業

継続
改革改善

就学奨励事業
継続
改革改善

放課後児童対策事業 拡充

人権啓発・人権教育事業
その他
（統廃合・
縮小）

文化センター運営経費・
児童館運営経費

継続
改革改善

大規模スポーツ施設関連事
業経費

継続
改革改善

大規模スポーツ施設関連事
業経費

継続
改革改善

出された
意見を羅
列

28.7.25



番号 事業名 評価 意見等

1 大規模スポーツ施設関連事業経費 継続（改革改善）

○京都府との経費負担区分を明確にして、府が負担すべき経費については、その負担を強く求
められたい。
〇国・府・市の連携により、アユモドキの保全を図りながら、これからの亀岡の街づくりや活性化
に向けて、事業執行に努められたい。

2 生涯学習推進経費 継続（改革改善）

○今後も継続して生涯学習事業を実施していくため、コスト削減等について、コレージュ・ド・カメ
オカの見直し、類似した事業の統廃合や、相応の受益者負担を求めるなど、多方面から検討さ
れたい。
〇生涯学習賞については、費用対効果を勘案し、今後の方向性を検討されたい。

3 学校施設管理経費（小学校費・中学校費） 継続（拡充）

○亀岡の未来を担う子どもたちのために、当該予算の拡充に向けて、強い決意をもって臨まれ
たい。
〇トイレ改修等について早急に進めるとともに、それ以外の細かい修繕についても学校と連携を
図りながら、しっかりと対応されたい。

4 情報教育推進経費（小学校費・中学校費） 継続（改革改善）
○情報機器の借上に係る契約方法の工夫等により、さらにコスト削減に努められたい。
〇情報教育に係る教員の指導力向上を図るとともに、情報機器について、授業での効果的な利
活用に努められたい。

≪総務文教分科会≫　　　平成２７年９月決算特別委員会　事務事業評価結果



番号 事業名 評価 意見等

1 大規模スポーツ施設関連事業経費 継続（改革改善）
○書類の不備等市民、議会から指摘されることのないよう慎重な事務執行に努められたい。
〇事業執行においては京都府及び庁内関係部署と十分に連携し進められたい。

2 文化センター運営経費・児童館運営経費 継続（改革改善）
○市民等のニーズに応じて事業の縮小、充実を図られたい。特に休日の開館については早急に
検討されたい。
〇３館集約については方針に沿って目標期限を定めて早急に進められたい。

3 教育研究所事業経費 継続（改革改善）

○他に誇れる実績をあげられるよう取り組まれたい。
〇必要な予算付けを行い、明確な予算執行に努められたい。
〇教育研究所の設置場所はコストと利用者の利便性を考慮し検討されたい。

4
学校施設管理経費（小学校費・中学校
費）

継続（改革改善）

○小規模修繕等を迅速に行うため、学校長への予算執行権限の付与を検討されたい。
〇トイレ改修は最優先で対応されたい。
〇エアコン設置については保護者等の意見も聴き計画を立て、大規模改修計画も考慮しつつ効
率的に実施されたい。

≪総務文教分科会≫　　　平成２６年９月決算特別委員会　事務事業評価結果



番号 事業名 評価 意見等

1
夢ビジョンシンボルプロジェクト推進事業
＜夢ビジョン推進課＞

継続（改革改善）

○最終目標についての視点・方向性を明確にされたい。
○市民への周知徹底を図られたい。
○市民意見の実現に向けて予算確保に努められたい。

2
生涯学習かめおか財団活動補助・指定管
理事業＜市民協働課＞

継続（改革改善）

○ガレリアかめおか地下駐車場への誘導、西側出口の活用を再検討されたい。
○道の駅の活性化を図られたい。
○人件費の適正化を再検討されたい。

3
就学奨励事業
＜学校教育課＞

継続（改革改善）

○就学途中、卒業後等支給後の状況把握に努められたい。
○公立高等学校の授業料無料化もされているので、支給額算定根拠の見直しを図られたい。
○抜本的な見直しを図られたい。

4
放課後児童対策事業
＜社会教育課＞

拡充
○地域ボランティアの活用も含めて、指導員の確保に努められたい。
○教員、指導員、保護者間の連絡体制の強化を図られたい。
○長期休暇中の２交代制を確立し、その中で開始時間を早めることも検討されたい。

5 人権啓発・人権教育事業
その他（統
廃合・縮
小）

○同和事業については必要最小限とし、子ども・高齢者・障害者・女性・外国人等の新しい人権
を軸に再構築されたい。
○啓発、教育に係る事業を一本化することにより、事業を統廃合・縮小されたい。

≪総務文教分科会≫　　　平成２５年９月決算特別委員会　事務事業評価結果


